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度会 (千萱)義利書入れ本 『延書式』について

延書式は,平安時代の延長5年 (925)に妖上された法

典である｡全50巻,総計およそ3.300灸と数えられる法

令射 ま,律令格の施行細則にとどまらず,その内容が実

に多岐にわたるところからして,日本古代史研究上,き

わめて重要な意義を有する｡また,その成立後も.永き

に亙って規範的な役割を果たした｡そのため,江戸時代

に既に注目されるところとなっており,慶安元年 (164

8)以来刊行が重ねられ.明治以降には,代表的な史料集

である国史大系をはじめ,いくつもの史料娘に収められ

ている｡

さて,この延書式

がどのように伝来し

たかというと,むろ

ん平安時代に属蒸さ

れたものがそのまま

今日に伝わっている

わけではない｡後世

の写本がいくつも存在し.それらの比較検討の上で.現

在のわれわれが見ることの出来る延書式本文が提供され

ている｡この,諸本の比較検討 (校合)の際,基礎とな

るテキストが底本であるが,明治以降の各種活字本延書

式の底本となったのが,享保版本である｡本省は流布版

本と言われるように,多く流通したらしく,現在でも.

各地の国怒館に所蔵されており,また古谷店の目録に

ち.しばしば掲載される｡以下に紹介する本学図番館所

蔵の延書式版本も,この享保版であるので,それ自体は

珍しいわけではない｡

ところが,本学所蔵本は表題にも掲げたように.巻50

の奥杏から.もとのWr有老 (度会毛利)がわかっており

(本学の前身の-たる岐阜師範の所蔵に帰した濃緑は明

ちかでない),しかも多く

のむ込が認められる.その

なかには ｢宣長云｣｢信友
云｣などとして,近世の著

名な国学名である本居宣

長,伴信友の静句解釈を引

用する場合もあるが,多く

は本文の改訂に関わるもの

である｡その校訂申込が何

に由来するかというと.巻
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早 川 万 年

50奥暫 (別掲写真)には,

右延書式五十巻以楠本肥後守経苑校合之本<JEl安田

伝大夫広治所持也今時広辻勘解由光熱買得而以歳之

>対校之畢但於神名帳上下二巻先年倍楕村弾正正克

以件本所比較之本而以己所比照也 くく >はもと割

注)

天保11年3月朔日 度会義利

とある｡すなわち,度会義利は,橋本肥後守患菟校合本

の延書式を参照,対校したとし (その楠本経売木は,ち

と安田伝大夫所持本であって,今は広辻勘解由が買取っ 勺

て所蔵している),ただし巻9･10については,楠本弾

正正克の比校本を以て対照したとする｡

ここに記される人名について簡単に説明すると,普

ず,橋本肥後守経苑は,京都の梅官神社の神職で.本居

宣長と親交厚かった人物｡安EEl伝大夫広治は,宜長の

娘.能登の美であり,伊勢神宮の宮革｡ともに宜長の宙

筒に何度も登場する (筑摩む房版 F本居宜長全非』17巻

参照)｡広辻勘解由光熱 (松里 .光春とも)は,文化13年

(1816)4月13日生,明治21年9月10日に74歳にて没し

ている｡足代弘訓,中島広足の門人で,明治元年10月設

立の宮崎学校 (所在地は三重県伊勢市岡本)の教官で

あった｡神官にも仕えたことがあり,茶道の大家であっ

たという(r校訂伊勢度会人物誌J))｡橋本弾正正克も.節

勢神宮の梅林宜であって,外宮儀式解の著者として,そ

の名が知られている (大神宮叢8 F外宮儀式解』付録.

楠本正克神主伝)｡

奥番の聾者である度会 (千萱)毛利は,やはり伊勢神

宮 (外宮)の御節であったらしく.文化6年 (1809)9月

25日生,安政3年6月20日に48歳にて没したことがわ

かっている｡本居宣長の予審庭の門人であって,神官振

輿.内宮儀式帳増訂等の著宙があるという (『校訂伊勢

度会人物誌』『和学老線質』)｡

すると.京の橋本経木が校合した延書式を,何らかの

Ijr情で伊勢在住の,宜長の女軒が所持しており.それを

広辻勘解由光剥が買取った｡そこに見られる技異を,棉

本正克,度会我利が自分の延書式に宙き入れたとの経経

がわかる｡奥宙の日付からして,度会義利はこの時32故

であったことになる｡我利はその校合の際に,校輿のみ

ならず,経亮.広治らの中込,さらには.おそらく経売

木にあったと思われる諸家の見解をも.そのまま引き写

ii:
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している.たとえば,巻1

の内裏紙袋に,事和元年

(1801)10月13日に校合を

終えたとする上田盲樹の鼓

語が見られるが.これなど

は,経亮本にあったもの

を,そのまま写したのであ

ろう｡ちなみに,上田盲樹

は京都在住の国学者であっ

て,宣長門人の一人である｡

このほか,曽我部元寛

(阿肢の律令学者,京都に

て活躍),山田以文 (同じ

く京都在住の有職家).書

見幸和 (名古屋来照官神

FL 官.神道学者).小LU田与

清 (武蔵出身の国学者,考

証学者),益谷末寿 (伊勢

神宮神官,神道学者)など

の見解が引用されている｡

また.巻 4 (伊勢大神宮

式),巻8(祝詞式).巻9

(神名式上),巻10(神名式

下)には.義利によると思

われる移しいせき入れがな

されており,神官の師敬と

して当然とはいえ,その関

心の高さと研究の宅が知ら

れる｡

ただし,50巻の中には,

ド ∴ 一-'- ∴ 三㌦ .

は,｢千萱蔵宙｣と並んで,
｢第21之星｣という歳恕印

が押されている点からし

て.本智は度会義利の後,

幾人かを経ている可能性も

認められる｡

さて問題となるのは,そ

の食込,校異注の内容であ

る｡まず,巻-の首題の刊

記に続けて.次の付峯が見

られる｡｢比延書式出雲寺
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本.和井田忠友校合ノ由.潮戸久教云-リ｡｣ここに登場

する租井田息友は.正倉院文宙の調査で著名な古jiLL学者
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であるが,この,出雲寺版,すなわち享保版本の原本と

推測される本を見たとする記吸は重要である.というの

は.流布版本は,その初刊が慶安にまで過 り,全巻揃っ

た写本に乏しい走書式としては,本文研究の上で重要な

位配を占める｡にもかかわらず,この流布版本の由来す

るところは明確でない｡当然,当時伝来していた写本に

払ったはずであるが,いかなる写本を参照したのかわか

らないのである｡ところが,その原本となるものを息友

は見たとする｡版本延書式の本文追求の端緒が示された

と言うべきであろう｡

次に.巻13の末尾に,｢日野家古写本奥む｣なるものが
缶き加えられている｡これは元禄13年3月とあって,さ

ほど古くはなく,また実際に日野家本による校異が記さ

れているわけでもない｡しかし.日野家本などという延

書式の存在は,従来,知られていなかったところであるD

もうひとつ,いささか専門的になるが,巻44(勘解由

使式)に見られる傍証について触れておこうd本学図心

虎所蔵本巻44には,経菟本に拠ったのであろうれ 条文

の上に ｢貞｣の字がしばしばむき加えられている｡その

内.7箇所については.これまでの諸本の検討では,気

付かれていなかったものである｡一般にこの ｢貞｣は,

延喜式に先行する貞観式に.この条文が見られることを

指示すると考えられており.貞観式が散過してしまった

現在,実に貸重な付標と言わざるを得ないQしかも,こ

の標証沓込によって.新たに7箇条が貞観式にて定立し

たと判断できるとなると,これまでにわかっている9粂

(神道大系本走者式に拠る)と併せて.勘解由使式26条

のうち,実に16粂までが.貞観式にて立制されたことに

なる｡この点は,より考察を深めねばならないが.勘解

由使の法制的な側面を検討するうえに,注目すべき問題

となろう｡

このように,本学所蔵の延菩式版本は,非常に貴重な

情報が盛 り込まれている｡通常,写本に比へて版本は,

世上に流布していることもあって,さほど注意が払われ

ない切合が多く.この享保本延古式の存在なども,それ

ほど顧みられていない.ところが右にその一端を述べた

ように,恕込,校異注などがあれば事情は変わる｡だれ

がそのむ籍を持ち伝え.それをどう読んだかという問題

は,決して蔑ろにできないのである｡また,そこに諸本

の校合成果が示されているとなると.本文研究のうえで

重要な知見をもたらすこともあろう.典井の伝来という

点に目を向ける必要性を,ここに強調しておきたい｡

(はやかわ まんわん:教育学箭助敦改)

(本図智の配匿場所.特別賢料･フノルム畑)




